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修士論文要旨
【問題】職場のメンタルヘルス対策では，個々の従業員のス
トレス対処能力向上を目的とした，認知行動療法に基づく
「ストレスマネジメント介入」が主流となっている（嶋田，
2013）。しかしながら，職場等の成人を対象とした予防的な
実践においては，参加者の「動機づけ」が低いことに起因し
たドロップアウト率の高さが指摘されている（Shimazu et 
al., 2003）。動機づけが低いとされてきた状態像の特徴とし
て，コーピング選択時の認知的側面の問題が考えられる。こ
の問題に対して，行動選択における認知的側面に働きかける
ことで，結果的に行動変容を促していると考えられる「動機
づけ面接法（Motivational Interviewing：以下MIとする）」
の手続き（Miller ＆ Rollnick, 2002）が有効であると考え
られる。そこで本研究では，従来のストレスマネジメント介
入にMIの手続きを加えることが，コーピングプロセス（コー
ピングの選択，実行）のどの側面に影響を及ぼすかの記述を
行い，介入の効果性を検討することを目的とする。
【方法】研究協力者　研究参加への同意が得られた就労者
17名（男性12名，女性５名，平均年齢33.94±9.46歳）。
測度　（a）フェイスシート，（b）心理的ストレス反応：職
業性ストレス簡易調査票（下光他，1998），（c）仕事のス
トレッサー：職業性ストレス簡易調査票（下光他，1998），
（d）ソーシャル・サポート：職業性ストレス簡易調査票
（下光他，1998），（e）コーピング：Tri-axial Coping Scale 
24（TAC-24；神村他，1995），（f）ストレス場面への認知
的評価と対処行動：Cognitive Appraisal Rating Scale
（CARS；鈴木・坂野，1998），（g）コーピング選択におけ
る損益に関する評価，（h）コーピングの選択理由：コーピ
ング選択にかかわる認知（鈴木，2006）。
手続き　従来のストレスマネジメント介入（３時間）に加
えて，介入実施１週間後に個別面接（30分）を実施した。個
別面接はMIの手続きを用いる群（MI群：n= ８），傾聴的
応答（Active Listening；以下ALとする）の手続きを用い
る群（AL群：n= ９）にランダムに割り当てた。介入実施
前にPre測定（a）～（h），介入実施１週間後にPost測定，
１ヶ月後にFollow-up測定（b）～（h）を行った。
ストレスマネジメント心理教育の内容　両群に対して，
コーピングレパートリーの拡充を目的とした心理教育を
行った。個別面接では，介入で学んだ技術や普段の対処法
についての振り返り，今後の生活の中での工夫などをテー
マにMIまたはALの手続きを用いて面接を実施した。
【結果と考察】操作チェック　心理教育によって，多様性の
あるコーピングを習得できたかどうかを検討するために，
TAC-24の合計得点と８下位尺度得点を従属変数，群（MI
群，AL群），時期（Pre期，Post期，Follow-up期）を独
立変数とする分散分析を行った結果，交互作用が有意で
あった（F（2,34）＝3.67，p＜.05）。MI群において，Pre期
とPost期との間で有意に得点が増加した（p＜.01）。心理
教育によって，コーピング選択時の認知的側面が変容した
かどうかを検討するために，群２×時期３を独立変数，コー
ピングの選択理由の各下位尺度得点を従属変数とした２要
因分散分析を行った。その結果，「情動調整への期待」にお
いて，時期の主効果が有意であった（F（2,30）=5.82, 
p<.01；Figure）。多重比較の結果，MI群のPre期とPost期
に有意な増加がみられた（p<.05）。
心理教育前後のストレス反応の変化　心理教育の効果を検
討するために，群２×時期３を独立変数，ストレス反応合
計得点と各下位尺度得点を従属変数とした分散分析を行っ
た。その結果，「疲労感」においてのみ，群の主効果が有意
傾向であった（F（1,11）＝4.14，p＜.10）。
　従来のストレスマネジメント介入と，動機づけ面接法の
手続きを取り入れた心理教育を比較検討したところ，スト
レス反応の変化はみられなかった。また，コーピングの選
択理由得点が面接前後で維持せず，操作が必ずしも十分で
なかったことが考えられる。
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職場ストレスマネジメント介入の効果の検討
Assessing the effect of job stress management program
applying motivational interviewing on stress response
松本　　拡（Hiromu Matsumoto）　　指導：嶋田　洋徳
Figure　「情動調整への期待」得点の変化　*p<.05
